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一
、

透

明

度

東

海

林

一
九
三

一
年
八
月

(近
藤
他

)
に
摩
周
湖
で
測
定
さ
れ
た

四

一
・
六

m
の
透
明
度

が
、
湖

で
測
定

さ

れ
た
透
明
度

の
世
界
記

録
で
あ
り
、
今
日
ま

で
こ
の
記
録

は
破
ら
れ
て
い
な

い
。
最
近
の
調
査

で
も
、

写真1世 界一透明な水に氷を浮かべる摩周

湖。湖底の岩塊が見 え、水が透明であ ること

を示 している。また、岸辺付近の湖底が岩塊

に覆われ ていて、波が立って も濁 りに くい湖

岸構造 であることを示 してい る。1977年5月

12日 撮影。

明

雄

摩
周
湖

は
世
界

一
澄
ん
だ
水
を
湛
え
て

い
る
こ
と
か
繰
り
返
し
証
明
さ
れ
て

い
る
。

一
般
に
、
湖
水

の
透
明
度
を
低
め
る
懸
濁
粒
子
の
浮
遊
状
態

は
波
と
流
入
河
川
の
影
響
、
そ
れ
に
小

藻
類
や
水
生
動

物

の
繁
殖

状
態

に
影
響
さ
れ
て
変
化
す

る
。
岸
辺
に
打
ち
寄
せ
る
波
浪
は
、
岸
辺
か
ら

粘
土
物
質
を
洗

い
流
す
。

浅

い
湖
、
ま
た
は
、
そ

の
よ
う
な
水
域
で
は
、
湖
底

の
泥
や
粘
土
粒
子

が
撹

拝
さ

れ
、
水
中

に
舞

い
上
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
濁

っ
た
河
川
水
の
流
入
は
、
粘
土
や
泥
の
粒
子
を
湖
水

に
持
ち
込
ん
で
、

こ
れ
も
透
明
度
を
低
下
せ
し

め
る
。

し

か
し
摩
周
湖

の
湖
岸
は
、
砂
礫
や
岩
塊

が
取
り
巻
き
、
流
入
す

る
河
川
も
な

い
。
そ

の
た
め
、
泥

や
粘

土
粒
f

の
混

入
が
少
な

い
。
長
野
県
の
諏
訪
湖
と
比
較
し
た
場
合
、
そ

の
面
積
は

一
.
四
倍

に
過

ぎ
な

い
が
、
水

量
は
四
七
倍

に
も
達
す
る

こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
摩
周
湖

は
比
較
的
深

い
湖

で
も
あ

る
。

と
く
に
、
岸
辺
付
近

で
急
に
深
く
な

っ
て
お
り
、
泥
や
粘
土
粒
子
が
掩
拝
さ
れ
、
水
中
に
舞

い
上
が
る

確
率
が
少
な

い
。

さ
ら

に
、
小
藻
類
や
水
生
動
物

が
大
量
に
繁
殖
す
る
こ
と
の
少
な

い
冷
水
性
貧

栄
養

湖
で
あ
る
。
ま

た
、
外
輪

の
急
斜
面

の
高

い
環
壁

で
人
為
的
な
汚
染
を
拒

む
環
境
に
あ
り
、
集
水
域
内

に
耕
作
地
や
人
家

が
な
く
、
こ
れ
ら
の
好
条
件
が
、摩
周
湖

の
水
を
世
界

=
局
い
透
明
度
に
位
置
せ
し
め

続
け

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ

の
透
明
度

と
と
も
に
、
摩
周
湖
の
水
面

の
紺
碧

の
青
さ
が
訪
れ
る
人

々
を
魅
了
し
続
け
て
い
る
。

青
く
見
え
る
の
は
、
煤
煙
や
火
山
灰
や
雲
粒
な
ど

の
懸
濁
粒
子
の
浮
遊
が
少
な
い
、
澄
ん
だ
透

明
な
空

が
青
く
見
え
る
の
と
同
じ
理
由

に
よ
る
。
光
が
水
中
を
透
過
す
る
と
き
、
異
な
る
色
の
光
線
が

一
様

に

吸
収
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

一
番
長

い
波
長

で
あ
る
赤

い
光
線

は

一
番
多

く
吸

収
さ
れ
、
短

い
波
長
の

認
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測

透
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m
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魚
類
の
放
流

摩周湖の透明度 の1917年 一1984年 までの測定値(添 字は測定 の月、8は、同一時期 に異る地点

での測定値の最大 と最小)

図1

測 定 年 月 日 とデ ー タ 引 用 文 献 ・著 者 等()内 。1917年8月27-30日(田 中 館 、1925)。1931年8月30

-9月4日(高 安 他
、1934)。1946年6月12日 一19日(三 原 、1947)。1952年7月21日(北 海 道 新 聞 、19

52年7月23日)。1953年6月14日(北 海 道 新 聞 、1953年6月 ユ5日)。1954年6月10日(甲 斐 、1955)。1954

年6月24日(黒 萩 他 、1955)。1968年6月24日(長 内 他 、1971)。1971年10月7日(長 内 他 、1971)。19

72年9月26-28日(北 海 道 、1972)。1972年11月3-4日(北 海 道
、1972)。1973年1月21日(東 海 林 、

未 発 表)。1974年8月4日(北 川 、1975)。1977年9月17日(北 海 道 新 聞
、1977年12月23日)。1978年6

月6-7日 ・8月17-18日 ・9月22日 ・10月19-20日 ・11月26日(環=境 庁 、1979)。1979年7月25日

(北 海 道 、1980年3月31日)。1981年6月25日(朝 日新 聞 、1981年7月12日)。1984年2月18日(東 海

林 、 未 発 表)。

青

い
光
線

の
吸
収
さ
れ
る
割
合

い
は

一
番
少
な

い
。

そ
の
青

い
光
線
の

一
部

は
、
水
の
分
子
な
ど
の
散
乱

を
受

け
て
、
表
面

に
出

て
来
る
。
そ

の
た
め
、
光
が

透
過
す

る
水

の
層

が
厚
け
れ
ば
厚

い
ほ
ど
、
ま
す
ま

す

そ
れ
は
青
さ
を
増
す
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
摩

周
湖

の
水

の
濃
い
藍
色
は
粘
土
粒
子
や
プ
ラ

ン
ク
ト

ン
な

ど
の
、
懸
濁
粒
子

の
浮
遊
が
少
な
く
、
水
が
澄

ん

で

い
る

こ
と
を
物
語
り
、
透
明
度

が
高

い
ほ
ど
紺

碧

の
青
さ
を
増
し
、
美
し
さ
を
増
す
わ
け

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
透
明
度

が
三
〇

m
を
超
え
た
記
録
を

持

つ
湖
は
、
世
界
で
も
、
た

っ
た
四
つ
し
か
な
い
。

そ
し

て
四
〇

m
を
超
え
た
の
は
、
摩
周
湖
と
シ
ベ
リ

ヤ
に
あ
る
バ
イ
カ
ル
湖
だ
け

で
あ
る
。

図

一
は
、

こ
れ
ま

で
に
測
定
さ
れ
た
摩
周
湖
の
透

明
度
を
示
し

て
い
る
。
各
測
定
年
ご
と

に
観
測
日
や

時
期
、
そ
れ
に
測
定
地
点
を
異
に
し

て
お
り
、

一
律

に
は
比
較
で
き
な

い
。

し
か
し
、
環
境
庁

(
一
九
七

九

)
の

一
九
七
八
年

の
調
査
に
よ
る
と
、
摩
周
湖
の

透
明
度
の
測
定
地
点
の
違

い
に
よ

る
差
は
あ
ま
り
大

き
く
な
い
と
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
摩
周
湖

の
透
明

度

の
変
遷

の
様
子

の
大
略
を
伺

い
知
る
こ
と
は
で
き

よ
う
。
す
な
わ
ち
、

一
九
二
六
年
に
魚
類

の
放
流
が

開
始
さ
れ
、
放
流
魚
類

の
増
殖

が
確
認
さ
れ
た
、
そ

の
後
に
お
い
て
も
、

一
九
四
六
年
に
四
〇

m
の
透
明

度

を
記
録
し
、
ま
た
最
近
で
は
、
密
猟
者

が
湖
岸

で

キ

ャ
ン
プ
す

る
よ
う

に
な

っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、

一

九
七
九
年
に
三
五

・
八

m
の
透
明
度

を
記
録
し
て
い

る
。

二
〇

m
を
超
え
る
湖
水
の
透
明
度

は
、
ご
く
微

認



妙
な
湖
水
内
部

の
条
件
に
よ

っ
て
大
き
く
変
化
す

る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
摩
周
湖
の
水
は
現
在
も

一

九
三

一
年

に
世
界

一
の
透
明
度
を
記
録
し
た
当
時

と
同
じ
清
澄
さ
を
維
持
し

て
い
る
と
見
る

こ
と
が
で

き
る
か
も
知
れ
な

い
。

し
か
し
、

一
九
七
八
年
八
月
に
は
、
二
三

・
九

m
の
測
定
値
を
得
、

こ
れ
は
摩

周
湖

の
透
明
度

の
最
低
記
録

と
な

っ
て

い
る
。

一
方
、
こ
れ
よ
り
四
七
年
前

に
世
界

一
の
四

一
.
六

m

を
記
録
し
た
の
も
同
じ
八
月

で
あ

っ
た
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。

ひ
と
た
び
流
入
し
た
摩
周
湖

の
汚
染

物
質

の
除
去
に
は
、
数
百
年

の
歳
月
を
要
す
る
。

今
後
は
、
魚
類

の
放
流
を
行

わ
ず
、
人
為
物
質

の
流

入
を
排
除
し
て
行
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
湖

の
透
明
度
に
は
、
小
藻
類
や
水
生
動
物
の
繁
殖
状
態
、
そ
れ
に
懸
濁
粒
子
の
浮
遊
状
態

の

違

い
で
大
き
な
季
節
変
化
が
見

ら
れ
る
。
摩
周
湖
に

つ
い
て
は
、
環
境
庁

二

九
七
九
)
が

一
九
七
八

年

の
六
月
、
八
月
、
九
月
、
十
月

お
よ
び
十

一
月
に
透
明
度

の
測
定
を
行

っ
た
。
そ

の
結
果

は
、
図
1

の

一
九
七
八
年
の
位

置

に
示
さ

れ

て

い
る
。

八
月
に
測
定
さ
れ
た
二
三

・
九

m
l
二
四

・
七

m
が
最

も
低
く
、
次

い
で
六
月

の
二
五

・
七

m
l

二
八

・
一
m
、
九
月

の
二
九

m
、
十

一
月

の
三

一
.
二

m
、

そ
し
て
十
月
に
三
四

・
一
m
-
三
四

・
八

m
の
最
高
値
を
記
録
し
て

い
る
。
そ
う

し
て
、
同
時

に
行
わ

れ
た
浮
遊
物
数

の
調
査
結
果

(
環
境
庁
、

一
九
七
九
)
と
は

一
致
せ
ず
、
摩
周
湖
の
透
明
度

が
、
例
え

ば
湖
水

の
静
振
や
循
環
な
ど
、
微
妙
な
湖
水
条
件

の
変
化
が
影
響
し
て
、
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
を
伺
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図2バ イ カ ル 湖 の 透 明 度 の 年 変 化 。1909

～1918年 の237回 の 透 明 度 観 測 デ ー タ か ら
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/1・透 明 度(Scohostakowitsch、1925)

わ
せ
て

い
る
。

ま
た
、
摩
周
湖

の
最
深
部
の
湖
底

の
温
度
が
、
そ
の
直
上

の
水
温
よ
り
僅
か
に
上
昇
す
る

こ
と
が
、

従
来
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た

(
一
九
三

一
年
八
月
高
安

・
近
藤
)。
こ
れ
に
加
え
て
、

一
九
八
四
年

六
月
十
七
日
に
N
H
K

の
ロ
ボ

ッ
ト
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
が
、
や
は
り
最
深
部

で
火
山
性

の
ガ
ス
の
噴
出
を

映
像

で
と
ら
え
、
摩
周
湖
が
活
火
山
で
あ
る

こ
と
を
発
見
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
二

つ
の
結
果
は
、
お
互

い
に
符
合
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
影
響
も
無
視
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。

摩
周
湖
と
同
じ
冷
水
性
貧
栄
養
湖

で
、
摩
周
湖
に
次

い
で
世
界
第
二
位

の
透
明
度
を
維
持
し

て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
バ
イ
カ

ル
湖
の
透

明
度
は
、
冬
と
特
に
春
先

に
最
大
と
な
り
、
そ

の
後
湖
水
中

の
バ
ク

テ
リ
ア
や
、
藻
類

お
よ
び
小
さ
な
動
物

の
繁
殖
で
減
少
し
、
夏
と
秋
に
は
透
明
度
は
普
通
七
～

一
〇

m

を
超

え
な
く
な

っ
て
き
て

い
る
と
言
わ
れ
る
。
第
二
図
は
、
過
去
に
測
定
さ
れ
た
バ
イ
カ
ル
湖

の
透
明

度

の
年
変
化

で
あ
る
。
最
低
透
明
度

と
平
均
透
明
度

は
、
ほ
ぼ
同
じ
年
変
化
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

結
氷
後
三
月
ま
で
低
下
を
続
け
、
三
月
に
極
小
値
を
示
し
、
解
氷
直
後
ま
で
増
加
を
続
け
、
六
月
に
極

大
値
を
示
す
。
そ

の
後

は
、
八
月
に
最
低
値
を
示
し
、
八
月
以
後
は
、
十
二
月
の
結
氷
直
前
ま
で
透

明

度

が
増
加
を
続
け
る
と

い
う
変
化
を
示
し
て

い
る
。

最
大
透
明
度

は
解
氷
直
後
の
六
月
に
四
〇

・
二

m
の
最
大
値
を
記
録
し
、
八
月

の

一
六

m
と
十
月
の

一
八

m
の
極
小
値

の
間
に
九
月
の
三
九

・
五

m
の
極
大
値

が
突
然
現
わ
れ
る
と

い
う
変
化
を
示
し
て

い

る
。
冬
中
、
氷
の
下

で
減
少
を
続
け

て
い
た
透
明
度
が
解
氷
直
後
に
最
大
値
を
示
す

こ
と
と
、九
月
に
高

い
透

明
度
が
突
然
現
わ
れ
る
こ
と
と
は
、
温
度
成
層

が
破

れ
、
上
層

と
下
層

の
湖
水
が
入
れ
変
わ
る
、

い
わ
ゆ
る
湖
水
の
大
循
環
に
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る

こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
デ
ー

タ

も
透
明
度

が
年
間
を
通
じ

て
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

従

っ
て
、
世
界

一
高

い
摩

周
湖

の
透
明
度

の
謎
を
解

き
明
か
す
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
毎
月
あ
る

い
は
毎
旬
ご
と
の
、
年
間
を
通
じ

て
の
観
測

が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
の
摩
周

湖

で
測
定

さ
れ
た
透
明
度

の
世
界
記
録
を
更
新
す

る
デ
:
タ
が
得
ら
れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
理
論
的
に
考
え
ら
れ
る
最
大
透
明
度
は

一
二
〇

m
で
あ
り
、
大
西
洋
や
台
湾
海
峡
な
ど

の
海

洋

で
は
、
六
〇

m
を
超
え
る
透
明
度

が
観
測
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

摩
周
湖
は
、
比
較
的
深

い
湖

で
あ
り
、
流
入
河
川
も
な
く
、
ま
た
流
出
河
川
も
な
く
、
そ
の
湖
水

の

交
換
は
極

め
て
緩
や
か
に
し
か
行
わ
れ
な

い
。

ひ
と
た
び
摩
周
湖

の
湖
水
の
中
に
流
入
し
た
、
汚
染
物

質

の
除
去
に
は
数
百
年

の
歳
月
を
要
す
る
。
今
後
は
魚
類

の
放
流
を
行
わ
ず
、
人
為
物
質

の
流
入
を
排
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除
し
て
、
人
類

に
残
さ
れ
た
自
然

の
遺
産
と
し

て
、
こ
の
貴
重
な
摩
周
湖
を
自
然

の
営
み
に
ゆ
だ
ね
た

い

も
の
で
あ
る
。

□二

、

氷

と
雪

の

季

節

の
特

徴

冬

の
摩
周
湖

で
は
、
そ

の
氷
雪
現
象
が
国
内

の
他

の
湖
に
類
例
を
見
な

い
ほ
ど
、
ド
ラ

マ
チ

ッ
ク
に

展
開
さ

れ
て
い
る
。

摩
周
湖

の
全
面
結
氷
は
二
月
初
旬
か
ら
三
月
初
旬
と
遅
く
、
年
に
よ

っ
て
は
結
氷
せ
ず
に
春
を
迎
え

て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
摩
周
湖
は
凍
結
湖
と
未
凍
結
湖

の
境

い
目
の
湖

で
あ
る
。
そ

の
結
氷
日
時
は
摩
周
湖
と
並

ん
で
存
在
し
、
水
面

の
海
抜
高
度
が
二
三
〇

m
も
低
く
、
面
積
が
五
倍
も

あ
る
屈
斜
路
湖
よ
り
も
遅
れ
る
。

そ
れ
は
摩
周
湖
の
湖
盆
に
蓄
積
す

る
水
量
が
、
そ

の
表
面
積
に
比

べ

て
多
く
、
そ
の
水
量

が
夏
期

、
写真2摩 周湖の飛沫着氷。結氷前 に形成 され たものであるが

結氷後に氷の上 を渡 渉 して撮影 。

に
蓄
積
し
た
巨
大
な
太
陽
熱

を
奪

っ
て
冷
や
す
の
に
時
間

を
要
す

る
た
め
で
あ

る
。
そ

し
て
時

々
は
冬
中
か
か
っ
て

も
冷
や
し
き
れ
ず
、
春
を
迎

え
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
な
不
安
定
な
結
氷
条

件

が
摩
周
湖

の
結
氷
現
象
を

一
層
多
彩

な
も

の
と
し

て
出

現
せ
し

め

る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

○
飛
沫
着
氷
と
樹
氷
-
摩
周

湖

の
平
均
水
深
は

=
二
八

m

と
深
く
、
そ
の
水
面
を
吹
き

過
ぎ
て
行
く
風

の
温
度

が
最

も
低
く
な

っ
て
も
結
氷
し
な

い
湖

で
あ
る
。
氷
点
下
の
空

中
に
舞

い
上

が
っ
た
波
飛
沫

は
湖
岸
を
取
り
巻
く
岩
肌
や
、
自
然

の
樹
木
に
衝
突
し
て
瞬
間
的
に
凍
着
し
、
湖
岸
を
取
り
巻
く
見
事

な
飛
沫
着
氷

の
芸
術
作
品
を
発
達
さ

せ
る
。

摩
周
湖
の
岸
辺
に
急
崖
と
し
て
迫
る
岩
肌
や
樹
木
は
、
波
飛
沫
が
凍
着

可
能
な
物
体
を
提
供
し
て

い

る
。
ま
た
、
そ

の
急
崖
は
岸
辺
の
湖
水

の
内
部

に
及
び
、
岸
辺
か
ら
急
傾
斜

で
水
深
は
深
く
な
る
。
従

っ
て
比
較
的
発
達
し
た
波
浪
は
、
岸
辺
に
達
し

て
も
減
衰
せ
ず
、
波
頭
は
岸
辺
の
岩
石
の
露
頭
に
直
接

打
ち

つ
け
ら
れ
る
。

こ
う

し
て
跳
ね
上
が

っ
た
水
滴
が
、
飛
沫
着

氷
の
発
達
を
よ
り

い
っ
そ
う
促
進
さ

せ
る
。

こ
の
よ
う
な
飛
沫
着
氷

は
、
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
十
二
月

か
ら
湖
水

の
温
度
が
結
氷
可
能
な

温
度

に
な
る
二
月

の
初
旬
ま

で
の
、
長
期
に
わ
た

っ
て
成
長
を
続
け
る
。

こ
う
し
て
発
達
し
た
飛
沫
着

氷
は
、摩
周
湖
が
遅

い
春
を
迎
え
る
ま
で
消
え
る
こ
と
は
な

い
。

ま
た
、
摩
周
湖

の
樹
氷

の
美
し
さ
は
定
評

が
あ
り
、
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
摩
周
湖

の
湖
面
を
通

る
冷
え

き
っ
た
空
気

中

に
未
だ
温

い
水
面

写真3摩 周湖の氷の亀裂。摩周湖南部の部分結氷 した

結氷の表面 に表われた無数の亀裂。

1982年2月17日 第一展望台か ら撮影。

か
ら
も
う
も
う
と
立

ち
昇
る
水
蒸
気
が
寄

お

与
し
て
い
る
。
そ
れ

ら

の
水
蒸
気
は
、
比

較
的
保
存
さ
れ
た
湖

岸
の
樹
木

に
樹
氷

の

華
を
咲
か
せ
、
訪
れ

る
人

々
を
魅
了
し
続

け
て
や
ま
な

い
。

○
結
氷

の
開
始
ー
摩

周
湖
の
冷
却
が
進
み
、

全
層
の
水
温
が
四
度

C
に
な
る
と
、
結
氷

の
た
め
の

一
つ
の
条

件
が
整

っ
た
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
摩



周
湖

の
全
面
結
氷

の
た
め
に
は
、
そ
の
後
も
多
く
の
日
時
を
要
す
る
。

風
波
が
収
ま

っ
て
、
湖
水
面

の

ご
く
薄

い
層

の
み
が
結
氷
温
度

に
達
し
、
薄

い
結
氷
域

が
拡
が

っ
て
も
、
よ
く
冷
え
込
ん
だ
朝
方
、
摩

周
湖
を
取
り
巻
く
急
崖
や
摩
周
岳
を
吹
き
下
る
、

い
わ
ゆ
る

"
斜
面
下
降
風

(
摩
周
お
ろ
し

)
"
は
、

湖
面
の
薄
氷
に
打
ち
当

た
り
、
亀
裂
を
作
り
湖
面
を
覆
う

一
枚

の
氷
板
を
、
氷
片
に
分
解
し

て
し
ま
う
。

そ
れ
ら
の
氷
片
は
、
季
節
風
に
よ

っ
て
風
下
に
吹
き
寄

せ
ら
れ
て
蓄
積
す
る

こ
と
も
あ
る
が
、
多
く

の
場
合
は
、
氷
板
直

下
の
温

い
湖
水
に
洗
ら
わ
れ
て
融
け
去

っ
て
し
ま
う
。

こ
う
し
て
摩
周
湖
の
全
面

結
氷
は
、

二
月

の
初
旬
か
ら
三

月
の
初
旬
に
ず

れ
込
み
、

一
〇
年
に

一
度
く
ら

い
の
割
合

で
全
面
結

氷
せ
ず
に
、
湖
明
け
の
ま
ま
春
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
摩
周
湖
の
全
面
結
氷
日
時
を
決
定

す
る
要
素
と
し
て
は
、
寒
波

の
来
襲
よ

り

も
、斜
面
下
降

風

の
役
割
と
、

大
き
な
低
気
圧

の
接
近

に
伴
う

強
風
の
役
割
り

か
重
要

と
思
わ

れ
る
。
摩
周
岳

写 真4摩 周 湖 の 結 氷 の断 面 。(1984年4月9日)角

柱状 に切 り出 し、 その 穴 の上 に横 た え て あ る写真 。 左

端 が上 面 で 右端 が 下 面 。全 厚41.5cmで 下 部17.5cmは 、

湖 水が 凍 結 した透 明(青 氷)氷 で 、 そ の上 部24cmは 、

氷 板 の上 に積 っ た雪 に水 が 浸 み込 ん で凍 結 した 、不 透

明 な雪 氷(上 積 氷)で あ っ た。

お
ろ
し
は

一

夜
氷
を
か
ろ
う

じ
て
破
壊

で
き

る
程
度

の
力
し

か
な

い
が
、
摩

周
岳

の
裾
野
か

ら
カ
ム
イ

ッ
シ

ュ
に
達
す
る
、

広

い
水
域
の
開

水
面

の
維
持

に

貢
献
す
る
、
大

低
気
圧

の
通
過

が
も
た
ら
す
強

風

は
、

維
持
さ

れ
続
け
て
き

た

開
水
面

に
波
浪

を

も
た
ら
し
、
そ
の
波
浪
は
早
く
か
ら
結
氷
し

て
い
た
部
分

の
厚

い
氷
板
に
う

ね
り
を
も
た
ら
し
、厚

い

湖
氷
を

一
昼
夜
に
し
て
消
し
去

っ
て
し
ま
う
に
足
る

、
巨
大
な
力
を
持

っ
て

い
る
。

一
九
七
六
年

の
二

写 真5巾15cmの 大 収縮 亀 裂 。 氷板 の 温

度 の 低 下 で で き た もの。1984年3月3日

撮影 。 後 日、 この 部 分が 御 神 渡 りに な っ

た 。

写真6摩 周 湖 の御 神 渡 り。 展望 台 か ら

は 、湖 面 を電 光 形 に走 る一 本 の 線条 と し

て遠 望 され る。1984年3月16日 撮影 。

26



月
十
九

日
に
摩
周
湖

の
湖
面
は
、
そ
の
九
五
%
が
五
乃
至
二
〇

㎝
の
氷
板
で
覆
わ
れ
て

い
た
。

そ
こ
で

筆
者
等
は
、

一
週
間
後
に
摩
周
湖
の
中
島
に
渡
渉
し

て
、
テ

ン
ト
を
張

っ
て
氷
上
観
測
を
行
う

べ
く
摩

写 真7湖 氷上 を移 動 す るエ ゾ シカの 群

れ 。第 一 展望 台 か ら3,000m先 の摩 周 岳

の裾 野 を1984年3月28日 に撮 影(こ の よ

うな状 況 は 、4月19日 に な って も見 られ

た)。

摩周湖の湖面 を漂流する結氷板。写真9

1977年5月11日 。

周
湖

に
赴

い
た
が
、
そ

の
と
き
は
摩
周
湖
の
湖
面
か
ら
全
て
の
氷
は
消
え
去

っ
て
い
た
。

そ
の
前

々
日

に
通
過
し
た

"春

の
あ
ら
し
"
と
呼
ば
れ
る
低
気
圧

に
よ
る
強
風

が
、
摩
周
湖
の
大
部
分
を
覆

っ
て

い

た
厚

い
氷
板
の
全

て
を
融
か
し
去

っ
て

い
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
年
摩
周
湖
は
全
面
結
氷
す
る
こ
と
な

く
、
春
を
迎
え
た
の
で
あ

っ
た
。
そ

の
反
面
、
ま
れ
な
ほ
ど
暖
冬
の
年
で
あ

っ
て
も
、
風
が
吹
か
な

い

日
が
数
日
間
も
続
く
と

「今
年
は
暖
冬
の
た
め
摩

周
湖
は
、
湖
明
け
の
ま
ま
春
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う

」
と

考
え
る
多
く

の
人

々
の
賢

明
な
予
想
を
裏
切

っ
て
、
例
年
よ
り
も
早
く
、
二
月

の
初
旬
に
全
面
結
氷
し

て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。

一
度
全
面
結
氷
す
る
と
、
再

び
開
水
面
が
現
わ
れ
る
こ
と
は
滅
多

に
な

い
。

○
氷
厚

の
増
加
ー
全
面
結
氷

の
前
後
を
通
じ
、
摩
周
湖

の
氷

の
厚
さ
は
急
速
に
増
加
す
る
。

こ
れ
は
、

摩
周
湖

が
わ

が
国
で
は
最
も
寒
冷
の
地
域
に
位
置
す
る

こ
と
と
、
全
面
結
氷
が

一
年
中
で
最
も
低
温
に

な
る
時
期
に

一
致
す

る
こ
と
が
多

い
た
め
で
あ
る
。

写 真8氷 上 を移 動 して き て、 湖 岸 で行 き倒 れ に

な っ た オス の エ ゾ シ カ(右)に 群 らが る カラス(点)、

そ して 、一 時 は退 散 す るキ タキ ツ ネ(左)。1984年

4月3日 、 第一 展 望 台 か ら2,000m先 の 対岸 を撮

影 。
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○
亀
裂

と
御
神
渡
り
1
摩
周
湖
の
氷
も
他

の
湖

の
氷
と
同
様
、
降
温
時
に
は
、
そ

の
表
面
に
亀
裂
を
生

じ

、
昇
温
時

に
は
、
そ
の
下
面
に
亀
裂
を
生
じ
る
。
そ

の
時

、
強
固
な
結
氷
の
破
壊
が
行
わ
れ
る

の
で

あ

っ
て
、
強

い
振
動
の
音
を
発
す

る
。
そ

の
音
は

「
湖
盆
と
い
う
、

一
つ
の
巨
大
な
楽
器
が
演
奏
さ
れ

続
け

て

い
る
」
と

い
っ
た
強

い
印
象
を
与
え
る
。
御
神
渡
り
と
呼
ば
れ
る
、
湖
氷
板

の
破
砕
帯
は
、
湖

の
ス
ケ
ー

ル
か
ら
予
想
さ
れ
る
よ
う

に
、
屈
斜
路
湖
の
よ
う

に
、

大
規
模
で
は
な

い
が
、
白

一
色

の
氷

原
を
横
切
る

た

っ
た

一
本

の
線
条

と

し

て
、
湖
岸
の
上

の
展
望
台
か
ら
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
氷
上
の
動
物
ー
摩
周
湖
の
氷

の
上

に
動
物
は
住
ま
な
い
が
、

エ
ゾ

シ
カ
の
群
れ
が
遊

び
、
キ
タ
キ

ツ

図3氷 上のエ ゾシカの死体 の分布(× 印)。(1984年3月8日

一1984年4月19日 の期間 に確 認 され たもののみ)。氷上 を移動 し

てきて、その まま行 き倒れ になったもの一例 と、雪 に被われた

断崖の露頭部分 に、値 かに残 された餌 を食べ ようとして誤って

転落 した もの四例(幼 獣)に ついては、骨折及び墜落の跡な ど

で確認 されたが、他の大部分についての死因は未確認 である。

しか し、生木の皮 を剥いで食べた り、雪面に僅かに出ている笹

の葉 を求めて移動 した足跡 などから、タイミング悪 く降った雪に

よ る餌不足が主 な理由 と考 えられた。

なお、 これ まで、摩周湖の氷上での エゾシカの死亡につ いての

報告 はなく、今回がは じめてであ る(北 海道新聞1984年3月8

日、4月11日)。

ネ
や

エ
ゾ
ク

ロ
テ
ン
が
餌
を
求
め
て
移
動
す
る

姿

が
人
間

の
目
が
確
認
で
き
る
極

限
の
大
き
さ

の
点

と
し
て
遠
望
さ
れ
る
。
林

の
中

の

エ
ゾ

シ

カ
や
キ
タ
キ

ツ
ネ
は
樹
木
や
そ

の
障
害
物

に
邪

魔

さ
れ
て
、
確
認
が
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

摩
周
湖

の
展
望
台
に
立
て
ば
、
二
〇

平
方
キ

ロ

メ
ー
ト

ル
の
全
湖
面

の
ほ
と
ん
ど
を

一
望
に
収

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
型

の
双
眼

鏡
を
用
い

れ
ば
、
展
望
台

の

一
点
か
ら
九
五
%

の
湖
面
で

の
カ
ラ

ス
や

エ
ゾ

シ
ヵ
や
キ
タ
キ

ツ
ネ
な
ど
の

挙
動
を
調
べ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

○
解
氷
と

流
氷
そ
し
て
湖
明
け
1
摩
周
湖
の
氷

の
上

に
積

っ
た
雪

が
消
え
去
り
、
透
明
な
氷
の

上

に
発
達

し
た
不
透
明
な
上
積
氷
の
部
分
が
消

え
た
後

に
も
、
摩
周
湖
の
氷
は
、
そ
の
表
面
に

細

い
線
条

の
電
光
形

の
亀
裂
水
面
を
覗

せ
つ
つ

比
較
的
長
く
消
え
去
る
こ
と
は
な

い
。

こ
れ
は
、

屈
斜
路

湖
や
阿
寒
湖
の
よ
う

に
、
温
泉
水

の
湧

出
な
ど
に
よ

っ
て
早
く
か
ら
開
水
面
と
な
る
部

分
が
な
く
、
結
氷
期
と
は
逆
に
、
遅
く
ま
で
風

浪

の
影
響
を
拒
み
続
け
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の

、

'

こ
と

が
、

摩

周

湖

の
湖

明

け

を

五
月

桓

宜
、
か

ら
石

月

グ
ヰ

翁
、に
ま

て
す

れ
過

ま

セ
る

、王
な

理
庄

と

な

!

て

い

る

。

(北
海
道
教
育
大
学
教
授
)
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